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令
和
二
年
秋
田
県
議
会
第
一
回
定
例
会
会
議
録

第
十
三
号

議
事
日
程
第
十
三
号

令
和
二
年
五
月
二
十
七
日
（
水
曜
日
）

午
後
一
時
開
議

第

一
、
知
事
の
説
明

第

二
、
予
算
特
別
委
員
会
へ
の
議
案
付
託
の
件

本
日
の
会
議
に
付
し
た
事
件

議
事
日
程
に
同
じ

午
後
一
時
開
議

本
日
の
出
席
議
員

四
十
三
名

一

番

小

野

一

彦

二

番

松

田

豊

臣

三

番

鳥

井

修

四

番

宇
佐
見

康

人

五

番

住

谷

達

六

番

児

玉

政

明

七

番

小

山

緑

郎

八

番

鈴

木

真

実

九

番

薄

井

司

十

番

加
賀
屋

千
鶴
子

十

一

番

吉

方

清

彦

十

二

番

佐
々
木

雄

太

十

三

番

杉

本

俊
比
古

十

四

番

鈴

木

健

太

十

五

番

佐

藤

信

喜

十

六

番

今

川

雄

策

十

七

番

鈴

木

雄

大

十

八

番

加

藤

麻

里

十

九

番

佐

藤

正
一
郎

二

十

番

三

浦

茂

人

二
十
一
番

小

原

正

晃

二
十
二
番

沼

谷

純

二
十
三
番

髙

橋

武

浩

二
十
四
番

佐

藤

雄

孝

二
十
五
番

北

林

丈

正

二
十
六
番

竹

下

博

英

二
十
七
番

石

川

ひ
と
み

二
十
八
番

東
海
林

洋

二
十
九
番

渡

部

英

治

三

十

番

原

幸

子

三
十
一
番

工

藤

嘉

範

三
十
二
番

近

藤

健
一
郎

三
十
三
番

加

藤

鉱

一

三
十
四
番

佐

藤

賢
一
郎

三
十
五
番

小

松

隆

明

三
十
六
番

石

田

寛

三
十
七
番

三

浦

英

一

三
十
八
番

土

谷

勝

悦

三
十
九
番

柴

田

正

敏

四

十

番

川

口

一

四
十
一
番

鶴

田

有

司

四
十
二
番

鈴

木

洋

一

四
十
三
番

北

林

康

司

地
方
自
治
法
第
百
二
十
一
条
に
よ
る
出
席
者

知

事

佐

竹

敬

久

副

知

事

堀

井

啓

一

副

知

事

川

原

誠

総

務

部

長

名

越

一

郎

総
務
部
危
機
管
理
監(

兼)

渡

辺

雅

人

広

報

監

企

画

振

興

部

長

出

口

廣

晴

あ
き
た
未
来
創
造
部
長

高

橋

修

観
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長

嘉

藤

正

和

健

康

福

祉

部

長

佐
々
木

薫

生

活

環

境

部

長

鎌

田

雅

人
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農

林

水

産

部

長

佐

藤

幸

盛

産

業

労

働

部

長

猿

田

和

三

建

設

部

長

小

林

賢
太
郎

会
計
管
理
者
（
兼
）

柳

田

高

人

出

納

局

長

教
育
委
員
会
教
育
長

安

田

浩

幸

警

察

本

部

長

久

田

誠

●
議
長
（
加
藤
鉱
一
議
員
）

こ
れ
よ
り
本
日
の
会
議
を
開
き
ま
す
。

諸
般
の
報
告
は
、
お
手
元
に
配
付
し
て
あ
り
ま
す
議
長
報
告
の
と
お
り
で
あ
り
ま

す
の
で
、
朗
読
を
省
略
い
た
し
ま
す
。

議

長

報

告

（
朗
読
省
略
）

一
、
五
月
二
十
七
日
、
知
事
か
ら
次
の
議
案
が
提
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
下
段
の
と
お
り

関
係
委
員
会
に
付
託
し
た
。

（
付
託
委
員
会
）

議
案
第
一
三
〇
号

令
和
二
年
度
秋
田
県
一
般
会
計
補
正

(1)

予
算
（
第
五
号
）

議
案
第
一
三
一
号

秋
田
県
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

総
務
企
画
委
員
会

(2)

る
条
例
案

総

務

企

画

委

員

会

一
件

一
、
五
月
七
日
、
監
査
委
員
か
ら
例
月
出
納
検
査
の
結
果
に
関
す
る
報
告
が
あ
り
、
同

日
、
各
議
員
に
配
付
し
た
。

例
月
出
納
検
査
報
告
書

登
載
省
略

●
議
長
（
加
藤
鉱
一
議
員
）

日
程
第
一
、
知
事
の
説
明
を
行
い
ま
す
。
知
事
の
発
言

を
許
し
ま
す
。

【
知
事
（
佐
竹
敬
久
君
）
登
壇
】

●
知
事
（
佐
竹
敬
久
君
）

こ
の
た
び
提
案
い
た
し
ま
し
た
議
案
の
説
明
に
先
立
ち
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

今
月
十
四
日
、
国
の
緊
急
事
態
宣
言
が
本
県
を
含
む
三
十
九
県
で
解
除
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、
同
日
を
も
っ
て
本
県
の
緊
急
事
態
措
置
を
終
了
し
て
お
り
ま
す
。
県
民

の
皆
様
の
生
命
と
健
康
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
に
、
感
染
防
止
対
策
の
徹
底
を
図
る

た
め
、
不
要
不
急
の
外
出
の
自
粛
、
特
定
の
施
設
の
休
業
や
営
業
時
間
の
短
縮
の
要

請
等
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
月
末
ま
で
と
し
て
い
た
措
置
期
限
を
待
た
ず

に
解
除
で
き
た
こ
と
は
、
何
よ
り
も
県
民
や
事
業
者
の
皆
様
の
御
協
力
の
賜
物
で
あ

り
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

去
る
二
十
五
日
に
は
、
東
京
都
な
ど
五
都
道
県
で
続
い
て
い
た
緊
急
事
態
宣
言
が

解
除
さ
れ
、
全
て
の
都
道
府
県
で
緊
急
事
態
が
終
了
し
た
こ
と
か
ら
、
本
県
に
お
い

て
は
、
今
月
末
を
期
限
と
し
て
自
粛
を
要
請
し
て
い
る
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
や
行
事

等
の
開
催
に
つ
い
て
、
来
月
か
ら
段
階
的
に
要
件
を
緩
和
す
る
ほ
か
、
五
都
道
県
と

の
往
来
に
つ
い
て
は
、
来
月
十
八
日
ま
で
は
真
に
や
む
を
得
な
い
も
の
に
限
る
も
の

と
し
、
そ
の
他
の
地
域
と
の
往
来
に
つ
い
て
は
、
今
月
末
を
も
っ
て
自
粛
の
要
請
を

解
除
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

今
後
は
、
新
し
い
生
活
様
式
に
配
意
し
つ
つ
、
再
流
行
に
備
え
た
感
染
拡
大
防
止

策
と
医
療
提
供
体
制
の
充
実
・
強
化
と
と
も
に
、
休
業
や
外
出
の
自
粛
に
よ
り
大
き

な
影
響
を
受
け
て
い
る
「
観
光
・
宿
泊
」
や
「
飲
食
」
を
中
心
と
し
た
経
済
対
策
を

速
や
か
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

感
染
拡
大
防
止
策
と
医
療
提
供
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
県
北
・
中
央
・
県
南

の
三
カ
所
に
全
自
動
遺
伝
子
検
査
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
を
充
実

さ
せ
る
と
と
も
に
、
軽
症
者
の
移
送
車
両
の
購
入
な
ど
受
入
れ
・
移
送
体
制
を
強
化

す
る
ほ
か
、
入
院
医
療
機
関
等
に
お
い
て
今
後
必
要
と
な
る
個
人
防
護
具
な
ど
医
療

資
材
の
確
保
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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経
済
対
策
に
つ
い
て
は
、
観
光
・
宿
泊
の
需
要
創
出
と
飲
食
の
消
費
喚
起
を
柱
と

し
て
、
多
く
の
県
民
を
対
象
に
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
で
の
宿
泊
、
レ
ス
ト
ラ
ン
・
居
酒

屋
な
ど
で
の
飲
食
に
利
用
で
き
る
プ
レ
ミ
ア
ム
券
の
発
行
を
大
規
模
に
行
う
こ
と
に

し
て
お
り
ま
す
。

観
光
関
連
産
業
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
宿
泊
業
や
飲
食
業
は
、
地
場
の
経
済
と
の

結
び
付
き
が
強
く
、
そ
の
利
用
や
消
費
が
進
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
土
産
品
や
食
材
納

入
事
業
者
な
ど
幅
広
い
業
種
へ
の
経
済
波
及
効
果
が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
県
内

に
お
け
る
経
済
循
環
を
一
層
促
す
こ
と
に
よ
り
、
経
済
活
動
を
下
支
え
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

県
民
の
皆
様
に
は
、
こ
の
機
会
に
、
国
の
特
別
定
額
給
付
金
の
活
用
な
ど
も
検
討

の
上
、
県
内
各
地
の
食
や
観
光
を
楽
し
み
な
が
ら
、
県
内
事
業
者
を
応
援
し
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
後
も
新
た
な
感
染
拡
大
に
備
え
つ
つ
、
医
療
と
経
済
の
両
面
で
段
階
的
に
取
組

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
が
、
今
般
の
国
の
追
加
経
済
対
策
も
取
り
込
み
な
が
ら
、
必

要
な
対
策
を
機
動
的
に
講
じ
、
県
民
生
活
と
県
内
経
済
の
回
復
に
向
け
万
全
を
期
し

て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
提
出
議
案
に
つ
い
て
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
補
正
予
算
案
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
と
し
て
、
感

染
拡
大
防
止
策
と
医
療
提
供
体
制
の
整
備
、
県
内
経
済
を
下
支
え
す
る
新
た
な
経
済

対
策
に
係
る
事
業
に
つ
い
て
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

感
染
拡
大
防
止
策
と
医
療
提
供
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
感
染
が
再
び
拡
大
し

た
場
合
に
備
え
、
新
た
に
全
自
動
遺
伝
子
検
査
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
ほ
か
、
感
染

防
護
の
た
め
の
医
療
資
材
等
の
確
保
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
出
産
を
控
え
た
妊
婦
が
県
内
で
安
心
し
て
出
産
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
妊
婦
等
を
対
象
と
し
た
検
体
検
査
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

県
内
経
済
を
下
支
え
す
る
新
た
な
経
済
対
策
に
つ
い
て
は
、
県
内
の
宿
泊
施
設
や

飲
食
店
で
利
用
で
き
る
県
民
向
け
の
プ
レ
ミ
ア
ム
宿
泊
券
、
飲
食
券
を
発
行
す
る
と

と
も
に
、
県
内
消
費
を
喚
起
す
る
観
光
地
独
自
の
取
組
を
支
援
す
る
ほ
か
、
地
域
交

通
の
利
用
促
進
に
向
け
、
県
内
観
光
資
源
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
旅
行
商
品
の
造
成

を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
外
食
需
要
の
落
ち
込
み
に
よ
る
影
響
が
大
き
い
秋
田
牛
を
初
め
と
す
る
県

産
農
畜
水
産
物
に
つ
い
て
、
学
校
給
食
等
で
の
活
用
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
土
産

品
を
中
心
に
消
費
が
大
き
く
減
少
し
て
い
る
県
産
品
に
つ
い
て
、
送
料
等
の
支
援
に

よ
る
ネ
ッ
ト
販
売
の
拡
大
を
促
す
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
消
費
喚
起
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

一
般
会
計
補
正
額
は
、
六
十
六
億
一
千
八
百
四
十
八
万
円
で
あ
り
、
補
正
後
の
総

額
は
、
六
千
二
百
五
十
七
億
五
千
二
百
六
十
六
万
円
と
な
り
ま
す
。

次
に
、
単
行
議
案
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

「
秋
田
県
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
」
は
、
地
方
税
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
個
人
県
民
税
、
不
動
産
取
得
税
及
び
自
動
車
税
に
係
る
特
例
措
置
等
を
講

じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

以
上
、
提
出
議
案
の
概
要
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
御
審
議
の
上
、

御
可
決
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

●
議
長
（
加
藤
鉱
一
議
員
）

次
に
、
日
程
第
二
、
予
算
特
別
委
員
会
へ
の
議
案
付
託

の
件
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

お
諮
り
し
ま
す
。
議
案
第
百
三
十
号
は
、
予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
す
る
こ
と
に

御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

【
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
】

●
議
長
（
加
藤
鉱
一
議
員
）

御
異
議
な
い
も
の
と
認
め
ま
す
。
議
案
第
百
三
十
号
は
、

予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

本
日
は
、
こ
れ
を
も
っ
て
散
会
い
た
し
ま
す
。

午
後
一
時
八
分
散
会
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